
　

田
安
門
は
、西
草
深
町
の
静
岡
浅
間

神
社
む
か
い
に
建
っ
て
い
ま
し
た
。こ
の
敷

地
に
は
浅
間
神
社
の
新
宮
家
の
役
宅
が

置
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、１
８
６
９
年
、版

籍
奉
還
に
よ
り
静
岡
藩
知
事
に
任
命
さ

れ
た
田
安
家
出
身
の
徳
川
家
達
公
が
私

邸
と
し
て
譲
り
受
け
ま
し
た
。こ
の
門

は
、そ
の
遺
構
で
あ
り
、家
達
公
の
出
身

に
因
ん
で「
田
安
門
」と
通
称
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

家
達
公
は
１
８
７
１
年
に
東
京
に
帰

住
し
ま
し
た
が
、こ
の
門
は
現
地
に
残
さ

れ
、１
８
８
７
年
、静
岡
尋
常
中
学
校
の

校
舎
の
正
門
と
な
り
ま
し
た
。１
９
０
０

年
に
は
師
範
学
校
女
子
部
に
引
き
継
が

れ
、１
９
２
４
年
に
は
西
草
深
児
童
遊
園

地
と
な
り
ま
し
た
が
、こ
の
門
は
残
存
。

　

１
９
５
８
年
、静
岡
市
立
高
等
学
校

（
静
岡
市
葵
区

千
代
田
３‐

１‐

１
）に
移
築
さ

れ
、向
学
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
今

日
に
及
ん
で
い

ま
す
。

　

１
８
６
８
年
４
月
19
日
、榎
本
武
揚
が

率
い
る
幕
府
軍
艦
８
艦
は
、品
川
沖
か
ら

館
山
に
脱
走
。そ
の
う
ち
咸
臨
丸
は
８
月

20
日
、悪
天
候
の
た
め
浦
賀
沖
で
座
礁
し

て
漂
流
し
、下
田
港
を
経
て
９
月
２
日
に

清
水
港
に
入
港
。下
田
港
か
ら
通
報
を

受
け
た
大
総
督
府
は
富
士
山
丸
、武
蔵

丸
、飛
龍
丸
を
清
水
港
に
向
け
、９
月
18

日
に
咸
臨
丸
を
砲
撃
。咸
臨
丸
に
残
っ
て

い
た
十
数
名
は
討
死
に
し
、官
軍
は
死
体

を
海
に
投
げ
捨
て
た
ま
ま
、咸
臨
丸
を
曳

航
し
て
引
き
揚
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

死
体
が
湾
内
に
漂
っ
た
ま
ま
数
日
が

経
ち
、清
水
次
郎
長
は
夜
、舟
を
出
し
て

７
人
の
死
体
を
収
容
し
て
向
島
の
松
の

根
も
と
に
埋
葬
し
、盛
大
な
法
要
を
営
ん

で
、悲
運
の
戦
士
を
供
養
し
ま
し
た
。

　

山
岡
鉄
舟
は
次
郎
長
の
心
意
気
を
た

た
え
、向
島
の

埋
葬
箇
所
に
自

ら
揮
毫
し
て

「
壮
士
墓
」を
建

て
ま
し
た
。

　

清
見
寺（
静
岡
市
清
水
区
興
津
清
見

寺
町
４
１
８‐

１
）の
境
内
に
建
つ「
咸
臨

丸
記
念
碑
」に
は
、大
鳥
圭
介
に
よ
る

「
骨
枯
松
秀
」の
篆
額
、永
井
尚
志
に
よ

る
約
３
０
０
字
の
碑
文
、榎
本
武
揚
に
よ

る「
食
人
之
食
者
死
人
之
事
」（
人
の
食

を
食
む
者
は
、人
の
事
に
死
す
＝
徳
川
の

禄
を
食
ん
だ
咸
臨
丸
乗
組
員
は
、徳
川
に

殉
じ
た
）と
い
う『
史
記
』の
一
節
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

榎
本
が
率
い
た
旧
幕
府
艦
隊
は
、咸
臨

丸
を
失
っ
た
後
、１
８
６
８
年
10
月
26
日

に
箱
館
の
五
稜
郭
を
占
領
。し
か
し
、翌

年
５
月
18
日
に
降
伏
。榎
本
は
投
獄
さ
れ

ま
す
が
、１
８
７
２
年
に
放
免
と
な
り
、北

海
道
開
拓
使
、駐
露
特
命
全
権
公
使
を

経
て
、大
臣
を
歴
任
。１
８
８
７
年
４
月

17
日
に
清
見
寺
で
記
念
碑
の
除
幕
と
法

要
を
営
ん
だ
時

は
、第
一
次
伊

藤
内
閣
の
逓
信

大
臣
に
就
任
し

て
い
ま
し
た
。
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１
８
０
０（
寛
政

12
）〜
１
８
７
５

（
明
治
８
）

カ
ザ
リ
職
人
・
中

村
金
八
の
子
と

し
て
江
戸
に
生

ま
れ
、輪
王
寺
宮
の
家
臣・町
田
仁
右
衛
門
の
養
子

と
な
る
。鳶
仕
事
を
し
、浅
草
下
谷
を
管
轄
す
る
十

番
組
火
消
頭
取
と
な
る
。輪
王
寺
宮
が
浅
草
に
隠

居
し
た
際
、新
し
い
門
を
守
ら
せ
た
こ
と
か
ら
新
門

の
辰
五
郎
と
呼
ば
れ
る
。慶
喜
公
に
見
出
さ
れ
た
辰

五
郎
は
、上
洛
し
た
慶
喜
公
を
警
護
し
、鳥
羽
伏
見

の
戦
い
で
金
扇
馬
印
を
守
り
、江
戸
へ
持
ち
帰
っ
た
。

慶
喜
公
と
と
も
に
駿
府
に
移
住
。静
岡
の
町
火
消
し

を
つ
く
り
、頭
取
に
就
任
。玉
川
座
の
復
興
に
も
尽

く
し
、東
京
へ
帰
って
死
去
。娘
は
慶
喜
公
の
愛
妾
。

新
門
辰
五
郎

１
８
２
０（
文
政

３
）〜
１
８
９
３

（
明
治
26
）

清
水
港
の
船
頭・

三
右
衛
門
の
三

男
に
生
ま
れ
、米

屋
甲
田
屋・山
本
次
郎
八
の
養
子
と
な
る
。家
業
に

精
を
出
す
が
、や
が
て
侠
客
の
世
界
に
身
を
投
じ
、海

道 

一 

の
親
分
と
し
て
声
名
を
は
せ
た
。幕
末
に
は
倒

幕
軍
か
ら
沿
道
警
備
役
を
命
ぜ
ら
れ
、旧
幕
臣
10
万

人
の
駿
府
移
住
の
際
は
寺・神
社
等
の
宿
泊
所
を
探

し
た
。清
水
港
で
官
軍
に
砲
撃
さ
れ
た
咸
臨
丸
の
死

者
を
手
厚
く
弔
っ
た
。慶
喜
公
の
投
網
の
お
供
は
次

郎
長
だ
っ
た
。侠
客
時
代
に
鍛
え
た
情
報
力・交
渉
力

を
発
揮
し
、富
士
山
麓
の
開
墾
、清
水
港
の
開
発
、相

良
油
田
等
の
新
事
業
に
取
り
組
ん
だ
。

清
水
次
郎
長

れれれれれ
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れ
、
れ
、向、向、向向向向向向
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